
いわき市勿来関文学歴史館に関する
市民アンケート結果について

令和８年９月 いわき市観光振興課



市では、勿来地区の活性化を目的に、令和６年度から７年度にかけて、「勿来地区“民・
官”協働勉強会」を開催し、勿来関文学歴史館の今後のあり方を検討してきました。
この結果、勉強会では、「施設の存続」と「早期リニューアル」が必要であるとの方向性を
共有したところです。
これを踏まえて、勿来地区にお住まいの皆様のニーズを広く把握し、同館の今後のあり
方を具体的に検討する際の参考とするため、市民アンケートを実施しました。
今後、本調査結果を活用しながら、さらに関係団体等からの意見聴取を行い、同館のあ
り方について検討を重ねていきます。

１ 実施理由

１

２ 実施内容

※勿来地区“民・官”協働勉強会参加団体
いわき南部地区中心市街地活性化協議会、勿来ひと・まち未来会議、勿来関文学歴史館、
県立勿来自然公園を守る会、勿来関研究会、いわき商工会議所勿来支所、いわき地方振興局、
いわき教育事務所、いわき市

アンケート期間 ６月16日から７月３日

調査対象 無作為に抽出した16歳以上の勿来地区市民

送付数 1,600通

回答数 335件（郵送：190件、電子：145件）

回答率 20.9％



３ 回答者の属性

①155件

（46%）
②157件

（47%）

③23件

（ 7%）
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⑴ 利用頻度について

①0件

（0%）

②1件

（0%）

③53件

（16%）

④166件

（50%）

⑤110件

（33%）

⑥5件

（1%）
①週１～数回

②月１～数回

③年１～数回

④ほとんど利用しない

⑤利用したことがない

⑥未回答

４ 調査結果

〇 回答者のうち、半数がほとんど利用しない。
〇 利用したことがないを含めると約８割がほとんど利用しない。

３
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行政が行うものではない

教育本、動画などの広報物の作成

近隣自治体との連携事業

勿来関文学歴史館での展示、各種講座…

関連イベントの実施

学校授業での講義

⑵ 勿来関の文化・歴史の継承のため行政が行うもの ※複数選択可

４ 調査結果

〇 「学校授業での講義」が188人と最も多かった。
〇 これに続き、「関連イベントの実施」、「勿来関文学歴史館での展示、各種

講座の開催」が順に多かった。

４



①51件（15%）

②43.5件（13%）

③55件（17%）

④17.5件（5%）
⑤53件（16%）

⑥51.5件（15%）

⑦53.5件（16%）

167件（49％）158件（47%）

10件（3%）

①現状維持・継続

②展示主旨を変更せずリニューアルし継続

③展示主旨を変更してリニューアルし継続

④その他の方法で継続

⑤近隣施設への集約化

⑥民間移譲

⑦廃止

⑧未回答、不明

継続（①～④）廃止等（⑤～⑦）
※複数回答分は按分して
計上しているため、件数
が整数とならない場合が
ある。

⑧未回答、不明

⑶① 今後のあり方について（合計）

４ 調査結果

〇 「現状維持・継続」など継続が49％、「廃止」、「近隣施設への集約化」、
「民間移譲」など廃止等が47％となった。

５



①18件

（19%）

②12件

（12%）

③17件

（18%）
④７件

（7%）

⑤12件

（13%）

⑥12件

（13%）

⑦14件

（15%）

54件

（57%）
38件

（40%）

3件

（3%）

①現状維持・継続

②展示主旨を変更せずリニューア

ルし継続

③展示主旨を変更してリニューア

ルし継続

④その他の方法で継続

⑤近隣施設への集約化

⑥民間移譲

⑦廃止

⑧未回答・不明

⑧未回答、不明
⑧未回答、不明

※複数回答分は按分して計上して
いるため、件数が整数とならない
場合がある。

【若年層（40歳代以下）】

廃止等

【高年層（50歳代以上）】

①32件

（14%）

②31.5件

（13%）

③37件

（16%）

④10.5件

（5%）

⑤41件

（17%）

⑥39.5件

（17%）

⑦38.5件

（16%）

111件

（47%）

119件

（51%）

5件

（2%）

廃止等 継続継続

⑶② 今後のあり方について（年代別） ※年代未回答５件を除く

４ 調査結果

〇 若年層は約６割が継続である一方、高年層の約５割が廃止等と回答している。

６



継続・リニューアル 廃止・集約化

・勿来関ならではの文学・歴史という固有の価値

を守りつつ、イベントや見せ方の刷新で幅広い

世代を集める施設にしてほしいから。

・勿来の関があることで勿来という地名や今に至

る土地の文化が継承されて来たと思うので、そ

の歴史を多くの人に知ってもらい引き継いで行

くことは大事だと思います。

・和歌の展示や企画展だけではなく、体験要素を

取り組んだイベントなどを盛り込んだ施設を目

指す。

・海外の方の興味のほうが国内の人々よりも大き

いと思うのでもっと外国の方に対するアピール

や展示の方法を考えていったほうが良いと思い

ます。

・現在の展示主旨プラス新しい企画を学校や町ぐ

るみで協力して考えていく。

・別の福祉施設に「力」を入れてほしい。

・何年も同じ事をしていては本当に税金の無駄で

す。市内にいる人でも歴史館があるのかと思っ

ている人が多い。税金の無駄使いです。早くや

めて下さい。

・税金を使って維持する必要ないのでは。環境の

整備だけに税金を使う方がよい。

・ロケーションは素晴らしいので民間移譲しレス

トランやカフェ等にするのも良いのでは。

・場所がそこではなくても歴史や文化を知っても

らう場所や機会は作れるのかなと思った。

・観光資源として施設単体で考えるなら廃止が妥

当だと思うが、歴史や文化の記録を後世に残す

と言うなら考古資料館あたりに集約して良いの

では？

⑷ 今後のあり方の選択理由（自由意見：抜粋）

４ 調査結果

７
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